■福祉社会学会第38回研究会（関東社会学会との共同企画）

※この部分は、第37回が正しい。事前の宣伝では、38回だったが、６月2日の福祉社
会学会研究委員会において回数変更をした。
--------------------------------------------------------------------------------
　福祉社会学会第38回研究会を，関東社会学会と福祉社会学会の共同企画として、下記の通り開催します。今回は、第60回関東社会学会大会内のテーマセッションの形をとります。福祉社会学会側からは樫田美雄（研究委員会委員＝若手支援担当＝）が、関東社会学会側からは、中筋直哉（研究委員長＝若手支援担当＝）が出て、共同コーディネーターとなって企画いたしました。どなたさまも、奮ってご参加ください。（転載自由）
●概要
テーマ：学会活動と論文投稿のノウハウを公開・共有しよう
　　　　―研究活動支援と学会の自己認識のために
※セッション趣旨については、下記サイト参照
　http://kantohsociologicalsociety.jp/congress/60/points_theme1.html#point
日時：2012年６月９日（土）14:00～16:30
場所：帝京大学八王子キャンパス〔11号館7階　1172教室〕
　　※大会参加費（1500～3000円）が必要です。場所等は下記サイトをご確認下さい。　　　http://kantohsociologicalsociety.jp/congress/information.html
●報告タイトル（５演題、発表順、敬称略）
１）富永 京子（東京大学大学院／日本学術振興会）
　「大学院生と資金助成・国際（国内）学会報告・論文執筆にともなう困難」
２）齋藤 圭介（東京大学大学院）
　「学会誌における若手研究者の実態―『年報社会学論集』と『社会学評論』の比較から」
３）坂田 勝彦（東日本国際大学）
　「質的研究における「学際性」と若手研究者のキャリアパス――ハンセン病問題研究のフィ　ールドから」
４）林原 玲洋（首都大学東京）
　「社会学者が「学際的」な学会に参加するために何が必要か」
５）小宮 友根（日本学術振興会）
　「社会学の学際性と学会活動」
※発表要旨付きのチラシPDFを、下記からダウンロードすることができます。
　　URL＝http://web.ias.tokushima-u.ac.jp/social/kasida/presentation/120609_fryer-yousi.pdf
●お詫びと問い合わせ先
　2012年２月５日に東洋大学で開催された福祉社会学会第30回研究会終了時において、次回の若手支援研究会を、6月2日開催と広報したのは、6月９日の誤りでした。記してお詫び申し上げます。
　今回の企画についてのお問い合わせ先は下記です（参加の事前登録は不要）。
〒770-8502　徳島市南常三島町１丁目１番地 徳島大学総合科学部樫田研究室
樫田美雄
E-mail：kashida★ias.tokushima-u.ac.jp
（★を＠に変えてください）
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